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0. はじめに 
現代韓国語諸方言、いわゆる慶尚北・南道と全羅南道、咸鏡道方言は日本語と同様に、ピッ
チアクセントを有することが知られている。これらの韓国語諸方言は、中期朝鮮語1(以下、MK
と略称)の傍点との比較研究と共に、これまで数多くの研究がなされてきた(Ramsey(1979)、金
次均(1977/1980)、福井玲(1985)、早田輝洋(1999)等)。ただ、その主な研究は固有語に集中して
おり、漢字語についてはまだ十分な調査がなされていない。卒業論文においては、コンサルタ
ント調査を通じ、アクセント体系に現れる世代差や漢字語における MK との対応関係を明らか
にすることを目的とする。その際には先行研究の行われてきた固有語のアクセント体系を参考
とする。調査資料としては主に釜山2・慶尚南道金海3方言を中心とするが、それは筆者の母語
であり、よく知っている故、調査の便宜を図るためである。なお、そのデータは 1～2 音節の漢
字語に限る。現代韓国語諸方言におけるアクセント論に関しては諸説あるが、本稿では現代語
アクセントにおいては早田輝洋(1999)に、MK アクセントにおいては福井玲(1985)の解釈に従う。 
本稿では卒業論文の 3 章「コンサルタント調査」の「3.3. 考察」で扱う「3.3.4. 世代差」を
中心に発表する。 
 
0.1. 卒業論文の目次 
以下に卒業論文の目次を示す。 
 
0. はじめに 
0.1. 研究の目的と方法 
0.2. 転写法 
0.2.1. 音素体系 
0.2.2. 音節構造 
0.3. ‘漢字語’の定義 
 
1. 慶尚道方言のアクセント体系 
1.1. 先行研究 
1.1.1. 許雄（1955） 
1.1.2. 早田輝洋（1999） 
1.1.3. MK の上声との対応 
1.2. 釜山・金海方言の単純語アクセント体系 
 
2. MK の傍点と釜山・金海方言のアクセント 
2.1. MK の傍点 
2.2. 固有語における MK と慶尚道方言の 
アクセント対応 
 
2.3. 漢字語における MK と慶尚道方言の 
アクセント対応 
 
3. コンサルタント調査 
3.1. 調査方法 
3.2. 調査結果（付録参照） 
3.3. 考察 
3.3.1. N＋2 の対立 
3.3.2. MK との対応関係 
3.3.3. 同世代内における一致 
3.3.4. 世代差 
 
4. おわりに 
 
＜補足＞ 
＜付録＞ 
＜参考文献＞ 
＜参考資料＞ 
                                                        
1 中期朝鮮語とは、ハングルが作られた 15 世紀半ばから 16 世紀後半の壬辰倭乱（いわゆる秀吉の朝鮮侵
略）までの朝鮮語を指す。 
2 朝鮮半島南東に位置している。面積 763.03 ㎢(2003.12.31)、人口 3,711,268 人(2003 年基準)の廣域市であ
る。 
3 朝鮮半島南東に位置している。東に釜山廣域市江西區と面し、南西には昌原市と面している。人口
427,432 人(2004 年基準)、面積 463,26 ㎢の市である。 
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0.2. 転写法  
本稿では金海方言の音素体系に関して金永松(1963)を参考とする。それを以下のようにまと
める。ただ、転写やアクセント表記に関しては金永松(1963)ではなく、原則として早田輝洋(1999)
に従う。なお本稿では、先行研究を引用する際(MK を除く)、そこで用いられている転写法は
本稿の転写法に直して表記する。アクセント表記に関し、変更がある場合はことわって表記す
る。 
 
0.2.1. 音素体系 
＜子音＞ 
ハングル ㄱ ㄴ ㄷ ㄹ ㅁ ㅂ ㅅ ㅇ ㅈ ㅊ ㅋ ㅌ ㅍ ㅎ ㄲ ㄸ ㅃ ㅆ ㅉ  
転写 g n d r m b s ŋ j c k t p h G D B S J (w j) 
＜短母音＞ 
ハングル ㅏ (ㅡ) ㅓ ㅗ ㅜ ㅣ ㅔ ㅐ 
転写 a ə o u i e 
＜アクセント＞ 
n 音節の音調として、高：中：低に対し、H：M：L と表記する。なお、MK のアクセントに
おいては、平声：去声：上声4に対し、それぞれを L：H：R と表記する。 
 
0.3. ‘漢字語’の定義 
韓国語には漢字語のほかに、말[mar]（言葉）、구름[gurəm]（雲）のようなハングルでしか表
記できない固有語と、外国語からの借用語、例えば、ラジオやエアコン等の外来語がある。し
かし、韓国語において 70％以上を占めている漢字語の由来を遡ると、非常に複雑であることが
わかる。例えば、我々が現代語で固有語として認識しているものが実は漢字語や借用語である
場合がある。その一方、そもそも固有語であるが漢字でも表記可能な単語もある。よって、本
稿では 70％の漢字語を更に分類する。その場合の分類基準は国立国語研究院(1999)の『標準国
語大辞典』に従う。この辞典は現代標準語及び、北朝鮮語、方言、固有語まで広範囲にわたり
収録されており、漢字で表記可能な単語はハングルと共に漢字も表記されている。即ち、本稿
では原則として、漢字で表記可能な単語で、辞典に何のしるしもないものを漢字語として認め
る。これらの漢字語を本稿では便宜上、‘真の漢字語’とする。そして、それ以外の即ち、上記
の借用語や固有語のような‘真の漢字語’でないものは性質によって更に分類する。分類にあ
たっては、国立国語研究院(1999)の『標準国語大辞典』の分類基準を採用し、以下の a,b に当て
はまらないものは漢字語と認めないことにする。その基準をまとめると以下のようになる。た
だ、本稿では c.に属する十月[siwor]や沙糖/砂糖[sataŋ]の「十」や「糖」のような単語は資料と
して扱うものとする。（転写は文献のままである。） 
 
a. 現代語ではまるで固有語のようにつかわれているが、そもそもは漢字語、あるいはモンゴル語や中国語からの
借用語が変化した場合 
 例）（漢字語）→ uəŋ【＜uwoŋ<九干>＜牛蒡】gyəja【＜gyəjʌ＜gejʌ<九干>芥子】 
   （中国語からの借用語）→ becu【＜bʌicʌi<訓蒙5>＜中国 白菜】 
b. そもそも固有語であるが、漢字で書く場合もある単語 
例）gaŋjəŋ 羌飣 
c. 漢字のもとの音とハングルで提示される音が異なる単語 
例）十月[siwor]の十、沙糖/砂糖[sataŋ]の糖 
 
                                                        
4 本稿では中国の中古音も扱っているが、韓国語諸方言のアクセントと MK との対応関係に関して論じる
際には、平声：去声：上声の順番に記するのが一般的のようで、本稿でもそれに従う。 
5 「訓蒙字會」。朝鮮中宗 22(1527)年に、学者崔世珍が漢字 3,360 字を集め、その意味と音をハングルで書
いた漢字の学習書。3 巻 1 冊。 
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1. 釜山・金海方言のアクセント体系 
釜山・金海方言の特徴は、一つの音節が三つの音調によって弁別されること、またその中の
一つが極端に低い音調を持つ6ことである（許雄(1955)、早田輝洋(1999)）。言い換えれば、少な
くとも１～2 音節は N+2（N は音節数）のアクセント対立を持つ7。 
本稿では現代韓国語釜山・金海方言のアクセントと MK アクセントとの対応を観察すること
を目的とする。そのために、筆者は許雄(1955)と早田輝洋(1999)を参照にし、本稿の目的にあわ
せて、次のように釜山・金海方言のアクセント体系を示す。＜表 1＞は、許雄(1955)のデータに
基づき、筆者が作成したものである。アクセント標識は許雄(1955)にならい、ピッチ型の H、
M、L に対し、「´、¯、`」と表記し、音韻論的な解釈は早田輝洋(1999)に従う。理解を助けるた
め、名詞に ī/ gā（－が）をそれぞれ付けて観察されるアクセント型を以下のようにまとめて示
した。なお表の左側は、筆者によるアクセント型の分類として、便宜上、記号化したものであ
る。即ち、1 音節 Góc+ī：mōm+ī：nùn+ī 型に対し、それぞれⅠ型：Ⅱ型：Ⅲ型、2 音節 bārám+ī：
hánər+ī gūrəm +ī：sàrām+ī 型に対し、それぞれⅠ型：Ⅱ型：Ⅲ型：Ⅳ型とする。3 音節の場合も
同様である。 
＜表 1＞ 釜山・金海方言名詞のアクセント体系（-ī/ gā を付けたもの） 
 1 音節 2 音節 3 音節 
筆者 許雄
(1955) 
早田輝洋
(1999) 
許雄
(1955) 
早田輝洋
(1999) 
許雄(1955) 早田輝洋
(1999) 
Ⅰ型 Góc+ī 花が /○
¬○/ bārám+ī 風が /○○
¬○/ sādárí+gā 梯子が /○○○
¬○/ 
Ⅱ型 mōm+ī 体が /○○/ 
hánər+ī 
空が /○
¬○○/ Gāmágū+gā 烏が /○○
¬○○/ 
Ⅲ型 nùn+ī 雪が / 
¬○○/ gūrəm+ī 雲が /○○○/ 
gəmūngō+gā 
琴が /○
¬○○○/ 
Ⅳ型  sàrām+ī 人が / 
¬○○○/ mújígē+gā 虹が /○○○○/ 
Ⅴ型   sàmāgū+gā ほくろが / 
¬○○○○/ 
 
2. MKの傍点と釜山・金海方言のアクセント  
2.1. MKの傍点 
訓民正音が作られた当時の MK の文献には、文字の左側に傍点というものがついていて、そ
れぞれの音節の高低を表している。文献には三つのアクセントタイプがあり、「平声」(低調)、
「去声」(高調)、「上声」(上昇調)の用語を用いて、それぞれを無点、1 点、2 点で表している。
MK のアクセント体系は以下のようになる。ただ、MK の転写やアクセント表記は文献のまま
である。 
(01)  
 ┌garh ┌gurum ┌dosgabi 刀   雲   お化け 
Goj ha┌nʌrh gə┌mɨngo 川   人   いぼ 
  na┌ih sa┌arʌm 花   天   琴 
  bʌrʌm gama┌goy     風   鳥 
        指    sonsgarag 
福井玲(1985：17 より抜粋) 
                                                        
6 この第一音節目の極端に低い音調は MK の上声に対応するものと言われている。これに関しては、1 音
節単独語では釜山・金海方言において長い上昇調で現れることが多い（福井玲(1985)）。しかし、2 音節以
上になると、母音の長短による弁別性は持たなくなる。よって、本稿での調査目的とは関係がないため、
深く扱わない。 
7 福井玲(1985)に拠れば、大邱方言や昌寧方言、釜山方言などでは、この型に収まらない例が存在すると
いう。 
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MK のアクセント体系は高低の対立からなる、昇り核アクセント体系である（福井玲(1985)）。
このアクセント体系においては、最初に高くなる位置が重要であり、いったん高くなったら、
その後の音調の高低は音韻論的観点から非弁別的である。ただ、上声の取り扱い方について、
解釈に若干の違いがあるが（福井玲(1985)、早田輝洋(1999)8）本稿では福井玲(1985)に従い、上
声を平声と去声の組み合わせであると認める。よって、上声のアクセントを担う単位としては
2 単位(2 モーラ)とする。 
 
2.2. 漢字語における MKと慶尚道方言のアクセント対応 
本稿での漢字語アクセントの対応関係においては、伊藤智ゆき(1999)の資料に基づき、考察
していく。まず、中古音9の声調・MK アクセント・慶尚南道のそれぞれのアクセント対応関係
を以下＜表 2＞と＜表 3＞に示す。伊藤智ゆき(1999)は便宜上、上去声起源のもので MK では R
で現れるものは「上去声 A 群」、上去声起源のもので MK では H で現れるものは「上去声 B 群」
と称したが、本稿でもそのまま使用した。 
 
＜表 2＞ 中古音声調と MK のアクセントとの対応 
     MK のアクセント 
中古音の声調 
第 1 音節 第 2 音節以下 
平声 L L 
上去声 A 群 R 
H 上去声 B 群 
H 
入声 
(伊藤智ゆき 1999：111 より抜粋) 
 
 
＜表 3＞ 中古音声調と慶尚道方言アクセントとの対応 
     第 2音節 
第 1 音節 
平声 上去声 A 群 上去声 B 群 入声 
平声 LH(L) HL 
上去声 A 群 RH/LH(H) 
上去声 B 群 
HH 
入声 
(伊藤智ゆき 1999：135 より抜粋) 
 
 
筆者は＜表 1＞でⅠ型：Ⅱ型：Ⅲ型：Ⅳ型のような分類法を提示した。その分類法を用いて、
＜表 2＞と＜表 3＞に基づき、漢字語において中古音声調・MK アクセント・慶尚南道、それぞ
れの対応関係を以下＜表 4＞にまとめて示す。 
 
 
＜表 4＞ 漢字語アクセントの対応 
                                                        
8 早田輝洋(1999)は、MK で第 1 音節に上声をもつ語を語頭アクセントとし、アクセント単位を 1 単位で
あるとしている。 
9 「中古音」とは、中国の『切韻』（601 年 成書）の基礎となった方言の音をさすものであり、またその
名称は、更に広く、六朝後期～唐末・宋初あたりまでの音を総称するのに用いられることもある（平山久
雄 1967：112 参照）。中国の音韻学では伝統的に、一つの漢字音を IMVF/T という公式で示し、またこれ
を I と MVF/T とに二分し、I を声又は音、MVF/T を韻という。 
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1 音節 2 音節 
釜山・金海方言 MK 中古音 釜山・金海方言 MK 中古音 
sán+ī 型 
・山が 
・Ⅰ型  
/○¬○/ 
・H(M) 
L 平声 
īngán+ī 型 
・人間が 
・Ⅰ型  
/○○¬○/ 
・LH(L) 
LL 平声＋平声 
yāg+ī 型 
・薬が 
・Ⅱ型  
/○○/ 
・M(M) 
H 
上去 B 
入声 
jísīg+ī 型 
・知識が 
・Ⅱ型  
/○¬○○/ 
・HL 
LH 平声＋上去 A・B/入声 
bàn+ī 型 
・半が 
・Ⅲ型  
/ ¬○○/ 
・L(M) 
R 上去 A 
būīn+ī 型 
・婦人が 
・Ⅲ型  
/○○○/ 
・HH 
HH 
・上去 B＋平声/上去 A/入声 
・入声＋平声/上去 A 上去 B 
 
ìbēg+ī 型 
・二百が 
・Ⅳ型  
/ ¬○○○/ 
・LH(H) 
RH 上去 A＋平声/上去 B/入声 
上述の＜表 4＞は、今回の内省及びコンサルタント調査にあたって、釜山・金海方言におけ
る漢字語アクセントの対応関係を類推するのに必要な根拠になり、更に、中古音声調・MK ア
クセント・慶尚南道の漢字語アクセントのそれぞれの対応関係を知るにも有効である。 
 
3. コンサルタント調査 
3.1. 調査方法 
筆者は伊藤智ゆき(1985)を参考とし、現在日常生活でよく使われている単語中、1 音節漢字語
23 個、2 音節漢字語 165 個、総計 189 個を集め、筆者のⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型の分類法を用い、内
省10によるアクセント型の分類を試みた。そして分類したデータをもって、現地でのコンサル
タント調査を行った。対象は世代別に行い、また可能な限り、釜山・金海地方を離れて住んだ
ことのない母語話者を対象とした。なお、調査方法としては、文字化されている単語を読み上
げてもらう方法で行った。 
今回の調査の目的は、①固有語において N＋2 の対立を持つ釜山・慶南地方のアクセント体系
が、漢字語においても同じ対立を持つか。②MK との対応関係はどうだろうか。また、③世代
差はあるか、ということであった。ただ、今回の調査にあたって、漢字語を 1 音節から 2 音節
に限定した。その理由は、韓国語において漢字語が示す割合は 2 音節が圧倒的に多く、3 音節
以上になると、その数も少ないだけでなく、派生語が殆どだからである。 
＜表 5＞ コンサルタント 
世代 生年月日 出生地 現住所 親の出生地 
20 代 b.s.y（1978.3.7） 
釜山(～28 歳) 釜山市南区龍湖洞 父：慶南陜川 
母：慶南、学生時代から釜山 
30 代 g.j.s（1975.3.9） 釜山(～30 歳) 釜山市沙下区新平洞 父：釜山、母：釜山 
30 代 b.s.r（1969.3.21） 
釜山(3 歳)～金海(36 歳) 金海市大東面草亭里 父：金海 
母：全南麗水(5~6 歳から釜山) 
40 代 s.s.h（1965.2.1） 
釜山(29 歳)～大邱(29～33
歳)～蔚山(6 年間)～釜山 
釜山市北区華明洞  
50 代 c.s.h（1949.10.24） 金海(26 歳)～釜山 釜山市北区華明洞  
60 代 j.c.w（1944.2.6） 金海(25 歳)～釜山 釜山市北区華明洞  
60 代 h.g.j（1942.3.27） 金海(11 歳)～釜山 釜山市東区水晶洞  
70 代 a.w.s（1936.3.25） 釜山 釜山市北区華明洞  
                                                        
10 筆者は 30 代前半で、来日するまでずっと釜山に住んでいた。両親は 2 人とも金海が出生地で 20 代半
ばに釜山に移住してから現在まで暮らしている。 
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3.2. 調査結果 
＜表 6＞の「中古音：去」と「MK：R」は文献で実際に現れたアクセントタイプであり、「釜
山・金海方言の実際のアクセント型」は調査を通じて得た結果である。つまり、「釜山・金海方
言の推測されるアクセント型」はあくまでも MK 文献や先行研究をもとにし、観察されうるア
クセント型の推測であることをことわっておく。 
 
＜表 6＞ 漢字語の対応関係 
   中古音 MK 
釜山・金海方言の 
推測されるアクセント型 
釜山・金海方言の 
実際のアクセント型 
     中古音から MK から  
18 半 ban 去 R Ⅱ～Ⅲ型 Ⅲ型 Ⅲ型 
 
本稿全体にわたり、先行研究に出ていない中古音の声調については、宋陳彭年等重修『校正
宋本廣韻 附索引』を参照し、筆者が記述した。それは各表の※にあたる。なお、空欄はアク
セントタイプがわからないものである。分析の結果、殆どの漢字語が内省によるアクセント型
の分類と一致した。しかし、分類と違う漢字語もかなりあり、漢字語 189 単語の中、32 単語が
一致しなかった。ただ、その 32 個の中、一人だけ異なる結果の場合は今回考察の対象としない。
なお、単語が地名の場合も調査対象から省く。地名の場合は普段の会話時にあまり使われてい
ないためなのか、殆どのコンサルタントが確信を持って言えなかったためである。従って、最
終的には一致していない 32 個の中、17 個を今回の考察対象とする。 
 
3.3. 考察 
3.3.1. N＋2の対立 
筆者が整理し分けたアクセントⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ型という分類法が現地調査を通して一致する
ことを確認した。この分類は固有語においての N＋2 対立を基準として作成したものである。
従って、釜山・金海方言のアクセントは漢字語においても N＋2 の対立であることが確認され
た。 
 
3.3.2. 世代差 
調査結果から、釜山・金海方言におけるアクセント型が世代によって異なることがわかった。
卒業論文では一致していない 17 個の単語を 3 つにグループ分け（①きれいに世代差が現れるグ
ループ、②中古音と MK から推測されるアクセント型が釜山・金海方言において老年層と一致
するグループ、③不明のもの）したが、本稿では「①きれいに世代差が現れるグループ」のみ
を発表する。それは世代差がきれいに現れただけに、揺れの原因がわりと明確であったためで
ある。なお、②と③に関しては、卒業論文で筆者なりに揺れの原因をいろいろと指摘した。そ
れを明らかにするために、今後より多くのデータを得て考察を加えることとする。 
 
① Ⅳ型のⅡ型への移動（LH(H)から HL へ） 
6.[həgoŋ]、11.[saŋbog]、13.[səje]、21.[sohwa]を除き、きれいな世代差をみせている。 
＜表 7＞ きれいに世代差が現れるもの 
  
中古音 MK 
釜山・金海方言の 
推測されるアクセント型 
釜山・金海方言の 
実際のアクセント型 
  
  中古音から MK から 
20 代 
～30 代前半 
30 代後半 
～70 代 
6 həgoŋ 平平 LL Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅲ型 
9 heŋsir 平入～去入 RH Ⅱ型～Ⅳ型 Ⅳ型 Ⅱ型 Ⅳ型 
11 saŋbog 平入 LH Ⅱ型 Ⅱ型 Ⅱ型 ※Ⅲ型※Ⅳ型 
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12 sihəm 去去 RH Ⅱ型～Ⅳ型 Ⅳ型 Ⅱ型 Ⅳ型 
13 səje 平平 LL Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅱ型 
14 sinha 平上 LH Ⅱ型 Ⅱ型 ※Ⅰ型※Ⅳ型 Ⅱ型 
20 sataŋ 平平 LL Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅳ型 Ⅰ型 
21 sohwa 平去 LH Ⅱ型 Ⅱ型 Ⅳ型 Ⅰ型 
34 həŋbun ※平去  Ⅱ型  Ⅱ型 Ⅳ型 
表の※は二人がそれぞれ違うアクセント型で現れたもの 
 
このようなアクセント型の揺れが起きている原因は何だろうか。今回の調査で、老年層のコ
ンサルタントからその原因のヒントを得た。例えば、9.[heŋsir]の場合、読み上げる時はⅣ型で
現れたものが無意識で話す時はⅡ型で現れた。これは若年層であればあるほどⅡ型に定着して
いることがわかる。世代別の揺れがみられるということに関してはいくつかの原因が考えられ
るだろう。ただ、一つ注目すべきなのは、世代別に揺れがみられる単語には/s/あるいは/h/の子
音を含むものが多いということである。このような現象はソウル方言で見受けられる現象であ
る。釜山・金海方言の母語話者は常に、標準語で流れているマスコミの影響を受けている。野
間秀樹(2003)によると、「朝鮮語ソウル方言はピッチアクセント体系ではないが、単語ごとにピ
ッチパターンの存在を予測しうる。即ち、ピッチパターンは意味の弁別を持つものではなく、
ピッチパターンに外れた高低で発音すると、母語話者が不自然さを認識する」(野間秀樹(2003：
59-61)要約)と述べている。そしてソウル方言の 2 音節語のピッチパターンを紹介している。(02)
は野間秀樹(2003)の記述により、筆者が作成したものである。 
 
(02) ソウル方言における 2 音節語ピッチパターン 
ピッチパターン 条件 
LH パターンの 2 音節語 語頭が母音や平音、鼻音である時、LH パターンの傾向 
HL パターンの 2 音節語 語頭が濃音や激音である時、HL パターンの傾向 
 
野間秀樹(2003)の記述が事実であれば、釜山・金海方言の漢字語アクセントにもその影響が
広がっているといえるだろう。しかし、一つ注意すべきなのは、釜山・金海方言で現れる HL
パターンの条件である。＜表 6＞をみると、HL パターンの傾向による影響が定かでないものは、
9.[heŋsir]、12.[sihəm]の 2 つであり、これらは全て「語頭が/s/や/h/で始まる 2 音節語」ではなく、
「語頭と語末の子音が/s/や/h/を含む濃音や激音である 2 音節語」である。言い換えれば、今回
のデータに限って言えるものではあるが、釜山・金海方言がソウル方言の HL パターンの傾向
に影響され、きれいな世代差をみせるには、ソウル方言の HL パターンの条件だけでは不十分
ということである。これは釜山・金海方言において HL パターンの傾向が完全には浸透せず、
まだ揺れの始まり段階であることを意味するかもしれない。なお、次の①'はこの仮説を裏付け
るもう一つの現象として解釈できる。 
 
①' [～hwa]の単語 
単語の 2 音節目が[～hwa]で終わる場合、即ち、5.[johwa]、19.[sohwa]、21.[mehwa]のようなも
のは、今回のデータからではⅠ型とⅣ型でしか現れない。世代差はともかく、これは釜山・金
海方言において[～hwa]のような 2 音節単語の殆どがⅠ型とⅣ型で現れる故に、そうでないもの
にまでその影響を与えている可能性が考えられる。ここでは 19.[sohwa]を取り上げ、現れるア
クセント型の偏向に関する要因を分析する。まず、19.[sohwa]は、類推されるアクセント型もⅡ
型であり、ソウル方言の HL パターンの影響も受けやすいもので、実際にはⅡ型で現れるはず
のものである。しかし、釜山・金海方言において観察されるアクセント型はⅠ型かⅣ型である。
このような現象は恐らくソウル方言からの影響より、釜山・金海方言内での似たような単語か
らの影響の方が強いことを意味するものだろう。なお、これは①で述べたソウル方言の HL パ
ターンの傾向による揺れがまだ少ないということも意味しているのだろう。 
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＜表 8＞ [～hwa]のアクセント型 
  
中古音 MK 
釜山・金海方言の 
推測されるアクセント型 
釜山・金海方言の 
実際のアクセント型 
    中古音から MK から 20 代～30 代前半 30 代後半～70 代 
5 johwa 平平 LL Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅳ型 
19 mehwa 平平 LL Ⅰ型 Ⅰ型 Ⅳ型 Ⅰ型 
21 sohwa 平去 LH Ⅱ型 Ⅱ型 Ⅳ型 Ⅰ型 
 
4. おわりに 
以上、本稿ではコンサルタント調査を通じて得た結果から、漢字語におけるアクセント体系
と世代差を主に扱って発表した。もちろん、ほかのアクセント型への移動も見受けられ、卒業
論文においてはそれらもすべて扱って指摘した。しかし、今回の調査だけではデータに限りも
あり、可能性を示すにとどまったのが残念なところである。今後はデータをたくさん集めて、
その可能性を明らかにすることを課題にしたい。また、＜表 1＞の釜山・金海方言名詞のアク
セント体系に基づき、複合名詞アクセント規則を立てると、その規則が MK にも用いられる（早
田輝洋(1999)）という研究がなされている。よって、漢字語一字一字の実際のアクセントを抽
出することとも結び付けて、今後は漢字語の基底のアクセントを抽出し、MK との対応関係を
更に深めていきたい。 
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